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新年度(２０２３年度)のご案内（重要） 

拝啓 厳しい寒さが続いております。皆様方におかれましては、新型コロナウィルスの影響

により大変なご苦労をされていらっしゃることと案じております。 

 さて、今期も残すところわずかとなり、間もなく新学期が始まろうとしております。 

当ゼミナールでは２月 22 日(水)で今期の授業を終了し、一週間ほどの来期準備休校の後、

３月１日(水)より 2023年度がスタートいたします。このご案内が新年度の詳細なご説明と

なりますので、ご熟読の上ご理解を頂きたく、よろしくお願い申し上げます。 

■来期お申し込み、ご入金方法 

ご継続される方は特に新規のお申し込みは必要ございません。特にお申し出がない限り、

千葉銀行自動振替をご登録の方は２月 27日(月)に別紙料金表の通り、新年度の３月分月割

授業料、半期分教材費等を引き落とさせて頂きます。現金でご入金の方は２月 22日(水)ま

でにご来塾の上ご入金頂きますようよろしくお願いいたします。 

なお、今年度一杯で退会されるご予定の方は、必ず２月 10 日(金)までに当塾にご連絡頂ま

すようお願い申し上げます。 

■今期受験生合格速報 

今期もうれしい知らせが続々入っております。以下に現時点での当ゼミ塾生合格学校名を

発表します。(１月 26 日(木)現在) 

▼私立高校 

江戸川学園取手高校、専修大学松戸高校、芝浦工業大学柏高校、明治学院高校、東洋高校、安田学

園高校、二松學舍大学柏高校、八千代松蔭高校、千葉商科大学付属高校、昭和学院高校、東海大浦

安高校、和洋国府台女子高校、目白研心高校、秀明八千代高校、日本体育大学柏高校、光英 VERITAS

高校、中央学院高校、錦城学園高校、東京学館船橋高校など。 

 
＊公立高校前期入試は２月 21 日(火)/22 日(水)に行われ、発表は３月 3 日(金)になります。 
なお、公立入試受験予定校は、船橋高校、東葛飾高校、小金高校、幕張総合高校、国府台高校、
国分高校などです。 

●以降、各クラスのご説明を致します。該当学年の保護者の方は必ずお読み下さい。 
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小学生 KIDS’ CLUB・キッズクラス・キッズゼミ（重要） 
全小学生対象の個別指導プログラム「KIDS’ CLUB」は、担任制を設けることで、塾生ひと

りひとりに寄り添った指導を実現しています。そして、更にきめ細やかな指導を行うべく、

小学 4 年生より『atama+(アタマプラス)』を導入しております。AI による苦手克服学習で

す。AI がひとりひとりに合わせたカリキュラムを瞬時に作成し、問題演習を行うことができ

ます。特に算数が難解になってくる 4 年生から授業内で無料で使用できます。また、ご自宅

にインターネット環境に繋がる、iPad などのタブレット端末や PC があればご家庭でも「ア

タマプラス」を用いて予習復習ができます。是非ご活用くださいませ。 

塾での学習については、今まで同様、教科書準拠ワークとプリントを使用し、新しい単元

の導入解説から分からない問題の指導まで、講師ひとりひとりが丁寧に対応いたします。 

小学５・６年生対象のクラス制授業「キッズクラス」「キッズゼミ」では、５年間かけて県下

都下のトップレベルの高校合格を目標に指導して参ります。「キッズクラス」「キッズゼミ」の

塾生には２ヶ月に１回、学力テストを受験していただき、その結果を基にクラスを再編しま

す。このクラスの入れ替えにより競争心を喚起し、全体的な成績向上を図ります。 

この指導の結果、近隣の公立中学へ通いながらでも、ハイレベルな高校に合格出来るだけの

学力を付けて受験に臨んでいただけると確信しております。詳しくは「あえて私立中学校受

験を回避する！という選択」をご参照下さい。(HP でご覧頂けます) 

新中学１年生クラス（重要） 

■必修 英語・数学・国語…数・国は週２コマ、英は週１コマ 
 このクラスの必修科目は英語、数学、国語の３科目で、数学と国語は各 40 分間授業が週

２コマずつ(計週４コマ)、英語は 80 分間の授業が週１コマです。それ以外に以下の選択科目

があります。 

■選択 中１英語特別アドバンスクラス（中１英語特 Aクラス） 

…週２コマ 各 40分 

このクラスは小６KIDS’ ENGLISH クラスを卒業した塾生のためのクラスです。中１の範囲

を小学生のうちに終わらせたのですから、そのアドバンテージを活かして、さらに先に進み

ます。このクラスでは中２の範囲を中１から予習していきます。そして中学 2 年生の 10 月

に英検４級合格を目指します。小６KIDS’ ENGLISH クラスの卒業者の皆さんは、今までの努

力を無駄にしないためにも、是非受講して下さい。受講されませんと、約１年後には折角の

アドバンテージがほとんど無くなってしまいます。 
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なお、小６KIDS’ ENGLISH クラス出身の継続生は、必修の普通英語クラス受講は任意です

が、普通英語は基本的に学校の進度に合わせてご指導させて頂きますので、確実に学校での

成績を確保するためにも、定期テストでの結果次第では受講して頂くともございます。追加

受講の際の追加授業料は頂きません。(教材費実費のみご入金下さい) 

■選択 理科・社会…夏期講習から選択可能 

中学 2 年生より理科・社会授業をご選択いただけますが、中学 1 年生の単元の遅れを取り

戻すのが大変困難な状況です。公立高校入試では 5 教科での入学試験です。おろそかにしが

ちな理科・社会を、夏期講習からの受講で補うことが可能です。この機会に是非、ご受講く

ださい。 

■選択 速読…週１コマ 40分 
 小学生まで必修だった速読は、中学生では選択制になります。速読のトレーニングは短期

間のでももちろん効果は得られますが、継続することにより、その効果は大きなものとなり

ます。｢継続は力なり｣ですので、引き続きのご受講を強くお勧めいたします。 

 

新中学２年生クラス（重要） 

■必修 英語・数学・国語…数・国は週２コマ、英は週１コマ 

 最も中弛みしやすい時期にもかかわらず、入試に毎年絶対に出題される一番重要な授業内
容が盛り込まれています。 
必修科目は英語、数学、国語の３科目で、数学と国語は各 40 分間授業が週２コマずつ(計週
４コマ)、英語は 80 分間の授業が週１コマです。それ以外に以下の選択科目があります。 

■選択 理科・社会…各教科 週１コマ 60分 

公立高校を第一志望にお考えならば、極力選択して頂きたいのがこの理科と社会です。 
理科、社会の高校入学試験問題の約 50％が、この２年生時で学習する内容なのです。 
『３年生になってから…』では手遅れになりかねません。また、私立校が第一志望だとして
も、併願等の推薦獲得のために必ず必要な教科です。ほとんどの高校では５科の評定合計に
よる基準があり、基準に達していればほとんど合格になります。この際に是非必修科目に併
せて受講下さいませ。 

■選択 中２英語特別アドバンスクラス（中２英語特 Aクラス） 

…週２コマ 各 40分 
現在行っている中１英語特Ａクラスと同様です。この 10 月の英検４級、さらには来年度

の英検３級合格を目指します。 
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■選択 速読…週１コマ 40分 
 中学１年生同様、中学生では選択制になります。千葉県公立高校入試の国語では、約 8000 

字強の文字数(設問と文章全て含む)が問題用紙に印字されています。これは原稿用紙にして

約 20枚分の量です。これだけの文字を素早く読めるようになるだけでも大きな武器となる

ことは間違いありません。また、教科を問わず｢速読｣の能力は入試に役立つことは言うまで

もありません。是非、ご選択下さい。 

新中３クラス（重要） 

■必修 英語・数学・国語…各教科週２コマ(各 40分) 
 ＋ 理科・社会…各教科週１コマ(各 60分) 

 高校入試を１年後に控えるこのクラスは、英語・数学・国語・理科・社会の５教科必修で、
英語・数学・国語の３教科は 40 分授業が週各２コマ（合計週６コマ）、理科・社会は 60 分
授業が各週１コマとなります。 
 また、現在の中２英語特Ａクラスは 3 月より通常クラスに統合され、トップ校合格を目指
す A クラスと、基礎力養成を重点に置き中堅校を目指す S クラスに再編成します。これまで
のアドバンテージを存分に生かし、入試ではその力を遺憾なく発揮できる体制を整えました。 

■選択 速読…週１コマ 40分 
 夏期講習までは選択制ですが、夏期講習以降は必修となります。トレーニングの期間が長

くなればなるほど、効果も大きくなりますので、少しでも早い段階からの受講を強くお勧め

します。 

Atama+(アタマプラス)について 
■atama+(アタマプラス)…英・数・理・社（※小学生は算数のみ） 
テレビ CM で話題のタブレット型デジタル教材の atama+(アタマプラス)をかなり格安で受
講できます。AI による苦手診断と、ひとりひとりにあったカリキュラム作成。 
苦手克服の為にも是非、ご受講ください。詳しくは公式 HP にてご覧下さい。 
 
■小学生ゼミクラ…2000 円(算数) 
■中学生…英語・数学セット 3000 円 
     理科・社会セット 2500 円 
 

時間割、授業料などに関しての詳細は、別紙時間割表、料金表をご参照下さい。 

ご質問等ございましたら、ご遠慮なくお電話（0120-4444-02）、メール

（info@rikohdai.com）などでお気軽にお問い合せ下さいませ。 


